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わが国で最近みられる川崎病の局地的流行
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目的　1986年の全国的な川崎病の流行以来，現在まで流行はみられないが，毎年5,000人以上の

患者が発生している。本研究は，局地的な流行があるのではないかという仮説を検証する

ことを目的とする。

方法　1995年-96年の2年間に受診の川崎病患者を対象に全国調査を実施したが，この調査で報

告された患者12,531人について，患者発生の時間的および地域的発生状況を観察した。

成績　1995年，96年ともに，罹患率は1.5倍前後の地域間格差がみられ，多くの地域では罹患率

は1996年の方が高かったが，逆に1995年の方が高いところもみられた。1995年は，1月-6

月に四国，1月-9月に関東甲信越に罹患率が増加したが，10月-12月には両地域ともに減少

した。1996年は，1月-9月に再び関東・甲信越で罹患率が増加した。西日本では1月-3月

には近畿，中国，九州で，4月-6月には中国，四国で，7月-9月には近畿，四国で増加が

みられ，西日本における流行の移動が示唆された。

結論　川崎病患者の地域別時間的推移を観察した結果，全国規模の流行は認められなかったが，

全国各地域で局地的な流行がみられ，流行波が地域間を移動する様子がみられた。
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